
 

 

 

弘済院附属病院が担ってきた認知症医療機能を引き継ぐ、 

大阪市立大学医学部附属病院の住吉市民病院跡地での開設について 

 

 

○府市共同住吉母子医療センター（仮称）にかかる病床再編について（平成29年度中） 

 

・変更後の再編計画の内容 

住吉市民病院１９８床 ➔ 急性期・総合医療センター  ９７床 

△１０１床 

 

○住吉市民病院跡地での暫定診療  

 ・名称 

   大阪市立住之江診療所（仮称） 

 

・運営主体 

地方独立行政法人大阪市民病院機構 

運営にかかる経費は、市が負担 

 

・実施期間 

平成30年４月～新病院の運営開始まで 

 

・医療内容 

小児科･･････外来１診又は２診 

産婦人科････外来１診 

入院病床はなし。 

 

○新病院の概要について 

 

・新病院の機能や診療内容については、今後、基本構想を策定していくなかで検討して

いくことになるが、弘済院附属病院の医療機能である認知症医療を担うものとし、併

せて、大阪市南部医療圏の現状を踏まえ、地域においてなお不足する小児・周産期医

療を付加するものとする。 

 

≪想定される医療内容≫ 

➢認知症医療 

認知症医療 40床 

合併症医療 40床 

診療科   内科、整形外科、皮膚科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、 

神経内科、精神科、リハビリテーション科 

➢小児科医療  10床 

➢周産期医療  10床 

 

≪大阪市として想定している病床再編イメージ≫ 

（住吉市民病院廃止に伴う再編計画の誘致病院への移譲病床数を想定としている） 

➢公的医療機関等を含めた医療機関の再編統合に伴う特例（平成30年度中（見込み）） 

弘済院附属病院（豊能医療圏） ９０床 

大阪市立大学医学部附属病院             ➔ 新病院 １００床 

（大阪市医療圏）       １１床        △１床 
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